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副区長�

消防分団長�
区長�

我妻　雄�

青年団長�

矢吹　誠�

老人クラブ会長�

石森栄吉�松山克則�石森三勝�

山小屋区�10 37戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

塩田眞一�

青年団長�

溝井英樹�

老人クラブ会長�

関根正一�飯田正彦�石井和夫�

四辻新田区�11 45戸�

7戸�

8戸�

9戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

有賀良二�

青年団長�

大和田　新�

老人クラブ会長�

須釜信好�矢吹将徳�鈴木義一�

吉　　区�9 67戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

渡邊一雄�

青年団長�

草野直樹�

老人クラブ会長�

関根　正�矢吹　正�野口勘市郎�

北須釜区�8 128戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

塩澤重男�

青年団長�

相楽　潤�

老人クラブ会長�

吉村幸雄�小原幸春�佐藤豊勝�

南須釜区�7 260戸�

青井沢上組長�

青井沢下組長�

河 平 組 長 �

小 原 　 清 �

青 山 　 明 �

眞野目　政　義�

　４月１日、役場村長室で玉川村消防団長辞令
交付式が行われ、新団長の我妻徳雄さん（山小
屋）に石森村長から辞令書が交付されました。�
　団長の任期は４年となっており、前団長の阿
部金四郎さんは退団されました。�
　長い間、お疲れ様でした。�

玉川村消防団長に我妻徳雄さん�

村長から辞令を受ける我妻さん（右）�村長から辞令を受ける我妻さん（右）�

広報たまかわ　平成20年５月�

玉川村消防団本団　新体制決まる!! 〈任期４年〉�
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副区長�

消防分団長�
区長�

関根義勝�

老人クラブ会長�

石井庄八�

関根　勲�関根一夫�

小 高 区�3 279戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

曲山幸男�

老人クラブ会長�

車田喜衛�

真弓　誠�割栢正大�

蒜 生 区�2 116戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

磯目國勝�

老人クラブ会長�

矢部重次郎�

野崎智彦�須藤博彦�

川 辺 区�1 272戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

吉田金正�

老人クラブ会長�

奥野四郎�

永林吉紀�小針常美�

中　　区�4 193戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

大竹良廣�

青年団長�

大竹与志孝�

草野嘉重�芳賀辰雄�

岩法寺区�5 202戸�

副区長�

消防分団長�
区長�

上野真次�

老人クラブ会長�

小林近芳�

小林達也�

車 田 信 彦 � 円 谷 　 久 � 佐久間福男�我 妻 徳 雄 � 大 野 政 幸 �

小林　清�

竜 崎 区�6 182戸�

副 

団 

長�

団   

長�

副 

団 

長�

訓
練
部
長�

訓
練
部
長�
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玉
川
村
消
防
団�

　
玉
川
村
消
防
団
（
我
妻
徳
雄

団
長
）
の
平
成
20
年
度
春
季
検

閲
式
が
５
月
６
日
、
泉
中
学
校

校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員
と
婦
人

消
防
隊
員
合
わ
せ
て
２
６
０
人

が
参
加
。
防
火
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
強
風
の
中
、
統
監
の

石
森
村
長
が
「
新
団
長
の
も
と

新
た
な
決
意
で
訓
練
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
訓
示
。�

　
退
職
団
員
へ
の
消
防
庁
長
官

表
彰
伝
達
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、

統
監
ら
が
観
閲
。
通
常
点
検
で

は
各
団
員
が
整
然
と
隊
列
を
編

成
。�

　
そ
の
後
の
機
械
器
具
点
検
は

中
村
池
に
移
動
し
て
放
水
を
行

う
な
ど
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
士
気
の
高
さ
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。�

　平成20年春の叙勲で車田次夫さん（小高）が旭日小綬章
を受章しました。県内の受章者は、旭日章16名、瑞宝章53
名の計69名で、旭日章は自治功労などにおいて顕著な功績
のあった方に授与されています。�
�

�
○昭和55年３月から62年３月まで２期７年間、村議会
議員に在職。福島空港の建設促進や団体営圃場整備事
業の早期完成などに尽力。�

○昭和62年４月から平成19年４月まで、５期20年にわ
たり玉川村長に在職。�

　〔福島空港の整備促進〕�
　・昭和63年３月、県と地権者間の補償協定書に調印。�
　・平成４年10月、完成直後の滑走路とエプロンを使

用して｢村民大運動会」を開催。�
　・平成５年、福島空港開港。10年に2,500ｍ滑走路の

供用開始。翌11年には海外定期便が就航。�
　　〔空港周辺の整備促進〕�
　・高規格道路『あぶくま高原自動車道』整備に尽力。�
　　〔特産品開発と販売ルートの確立〕�
　・『五平の酒』『さるなしワイン・ドリンク』を発売�
　・平成８年、こぶしの里センターがオープン。�
　　〔村営住宅の整備：平成元年の玉川団地２号棟から
　　　始まり15年までの間に９棟110戸を整備〕�
　　〔農業集落排水事業による下水道整備〕�
　　〔たまかわ文化体育館建設による教育・文化の向上〕�
　　〔農業生産基盤の整備：母畑地区国営総合農用地開
　　　発事業の推進に尽力。平成８年に完了した〕�

　｢こんなに早く受章できるとは思っていませんでした
誠に身に余る光栄です｣と語る車田さんは、村議２期を
経て昭和62年に村長に就任。５期20年にわたり、村の
かじ取り役を務められ｢空港の開港と周辺整備が最初の
大仕事でした。バブル崩壊後、厳しい財政状況となり苦
労しましたが、他市町村に劣らない生活水準の維持に心
掛けてきました」と語る一方で「１億円ふるさと創生の
頃は良かったですね。これからも一村民として村のため
に最善をつくしたいです」と語っていました。�

｢福島空港やその周辺整備に尽力してきた｣�

■主な事績・功績�

◇旭日小綬章◇�

車  田  次  夫 さん�
〔71歳：前玉川村長〕�

中村池での放水による点検�

整然と分列行進� 統監の観閲を受ける団員�

広報たまかわ　平成20年５月�
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廃
棄
物
監
視
員
等
に�

　
曲
山
さ
ん
を
委
嘱�

村
監
査
委
員
に
岡
部
氏�

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が�

　
　
　

４
月
か
ら
３
名
体
制
に�

　
今
年
度
１
回
目
の
３
歳
児
健

診
が
、
４
月
25
日（
金
）に
村
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結

果
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
12
名
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
４
月
11
日
、
曲
山
敬
三
郎

さ
ん
（
蒜
生
）
が
平
成
８
年

以
来
今
期
で
７
期
目
と
な
る

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視

員
に
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
日
、
村
か
ら
も
一
般
廃

棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
（
７

期
目
）
と
環
境
美
化
推
進
員
（
５

期
目
）
の
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。�

　
村
監
査
委
員
に
岡
部
勝
良

氏
（
竜
崎
）
が
４
月
２
日
付

け
で
選
任
さ
れ
、
４
月
14
日

に
選
任
書
の
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
県
委
嘱
の
圓
谷
善
之
さ
ん（
川

辺
）、
村
委
嘱
の
吉
村
忠
雄
さ

ん
（
南
須
釜
）
に
加
え
、
今

年
度
か
ら
大
野
福
一
さ
ん
（
南

須
釜
）
が
村
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

３
名
体
制
と
な
り
ま
し
た�

吉村忠雄さん�

大
野
福
一
さ
ん�

圓谷善之さん�

〈村長から委嘱状を受ける曲山さん（右）〉�

選任書を手渡される岡部さん（右）�

馬上　翔太郎くん�
（勇：南須釜）�

首藤　煌河くん�
（賢司：小高）�

須藤　久雄くん�
（久之：川辺）�

瀬谷　柚花ちゃん�
（輝賢：北須釜）�

矢吹　流夏くん�
（稔：南須釜）�

須釜　稜太くん�
（吉彦：吉）�

吉村　陽香ちゃん�
（勝二：南須釜）�

佐藤　柚希くん�
（和晴：竜崎）�

石森　結羅ちゃん�
（洋幸：山小屋）�

岡部　勇聖くん�
（勇：竜崎）�

坂本　光大くん�
（敬：川辺）�

三本松　颯人くん�
（正人：岩法寺）�

【
順
不
同
。（
　
）
は
保
護
者
と
地
区
名
】�
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�

　
４
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
、
埼
玉
県

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

両
大
会
に
、
極
真
空
手
道
連
盟
極
真
館
福

島
県
支
部
玉
川
分
支
部
か
ら
６
名
が
出
場

し
、
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
酒
井
毬
衣
さ
ん
（
川
辺
）

が
中
学
校
型
の
部
で
全
国
大
会
自
身
初
の

入
賞
と
な
る
準
優
勝
。
増
子
広
行
さ
ん
（
南

須
釜
）
も
昨
年
の
惨
敗
か
ら
一
転
、
並
み

居
る
強
豪
を
抑
え
一
般
男
子
型
の
部
で
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。�

�

４月30日村長に報告する酒井さん（中央）と増子さん（右）�

　今年度第１回目の村民懇談会が４月24日北須釜生
活改善センターで開かれました。�
　北須釜区での懇談会には、野口勘市郎区長をはじ
め約15名の区民が出席。�
　支所廃止については地域住民の声をよく聞いて決
めてほしいなどの意見や、農政は国や県の言いなり
でなく村の独自性を出してほしいなど、活発な意見
が交わされました。�

民俗芸能を復活してほしいなどの意見が出た懇談会�

広報たまかわ　平成19年6月�

南須釜の館坂地内での作業のようす�

　
４
月
23
日
に
平
成
19
年
度
下
半
期
の

新
生
児
誕
生
祝
い
金
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、

該
当
し
た
７
名
の
皆
さ
ん
に
石
森
春
男

村
長
か
ら
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
村
で
は
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん

誕
生
か
ら
祝
い
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
祝
い
金
は
、
第
３
子
に
10
万
円

第
４
子
か
ら
は
20
万
円
が
交
付
さ
れ
、

今
回
の
該
当
者
は
第
３
子
が
６
名
。
第

４
子
が
１
名
で
し
た
。�

�

村長から祝い金を交付された６名の皆さん�

子
育
て
を
支
援
し
ま
す�

新
生
児
誕
生
祝
い
金
交
付�

玉
川
か
ら
空
手
全
国
準
優
勝
２
名
！�

“民俗芸能の踊りを復活させたい”�
北須釜地区村民懇談会�

　毎年村内の各小学校に横断旗を寄贈されている、
南須釜出身で郡山市の新聞販売店経営者・宗形浩さ
んが、今年も150本の横断旗を各学校に贈りました。�
　４月22日に村教育委員会を訪れた宗形さんは「交
通安全に役立ててください」と車田教育長に手渡し
ました。�
　また、「村内の小中学校に」と桜の苗木５本も贈
りました。� 横断旗を教育長に手渡す宗形さん（左）�

“児童らの交通安全を願って”�
横断旗寄贈�

　第18回あすなろ会主催少年ソフトボール大会が、４月６日に石川町民グラウンドで開かれ、玉川村ソフ
トボールスポーツ少年団(車田雅一団長）がＡリーグ（５・６年生）、Ｂリーグ（４年生以下）共に優勝を
果たしました。�

Ｂチームのメンバー�Ａチームのメンバー�

玉川スポ少アベック優勝！！�

　北須釜で榊枝カツヨさんと西舘コトさんの２名の
方が満100歳を迎えられ、それぞれ誕生日に自宅で
県知事と玉川村長からの賀寿贈呈式が行われました。�
　４月 23 日の榊枝さん、５月８日の西舘さんの賀
寿贈呈式では、津田正美県中保健福祉事務所副所長
から知事賀寿と記念品の木杯・会津漆器が手渡され、
石森春男村長から賀寿と祝い金が贈られた後、お孫
さんらから花束の贈呈がありました。�
　榊枝カツヨさんは、牛乳が好物で家族と同じ食事
を日に３食取り、長生きの秘訣は「くよくよせず前
向きに生き、よく食べてよく寝ること」と語ってい
ます。また ｢福祉向上に役立ててほしい｣ と村に５万
円の寄付がありました。�
　西舘コトさんは、大福などの甘いものが好物で食
事は家族と同じものを日に２食取り、「50歳の頃夫
を亡くし、８人の子供を 1人で育てた根性で生きて
きた」ことが長寿につながったそうです。�
�

村長から賀寿を受ける榊枝カツヨさん�

村長から賀寿を受ける西舘コトさん�

北須釜の榊枝さんと西舘さん、�
　満１００歳おめでとうございます！�

１００歳高齢者知事賀寿贈呈式�

全
日
本
青
少
年
大
会
及
び
　�

全
日
本
型
競
技
選
手
権
大
会�

　
玉
川
村
内
の
建
設
業
６
社
で
つ
く
る
玉

川
村
建
設
協
力
会
（
小
林
功
会
長
）
が
、

『
平
成
20
年
度
玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』

に
伴
い
、
４
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
、

村
内
の
各
植
栽
箇
所
（
参
加
36
団
体
実
施

箇
所
分
）
の
除
草
剤
散
布
作
業
を
行
い
ま

し
た
。�

　
こ
の
作
業
は
建
設
協
力
会
が
毎
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除
草
剤
散
布�

玉
川
村
建
設
協
力
会�
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広報たまかわ　平成20年５月�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

『
防
火
管
理
講
習
会
』の�

受
講
者
募
集
に
つ
い
て�

�　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
各
事
業
所
の
管
理
的
・
監
督

的
な
方
を
対
象
と
す
る
甲
種
防
火�

管
理
講
習
会
を
次
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。�

▼
開
催
日:

平
成
20
年
６
月
19
日�

　（
木
）・
20
日
（
金
）
の
２
日
間�

▼
場
　
所:

須
賀
川
市
宮
の
杜
「
ト�

　
ス
テ
ム
総
合
技
術
研
修
セ
ン
タ�

　
ー｣�

▼
受
付
期
間:

平
成
20
年
５
月
７�

　
日
（
水
）
〜
６
月
６
日
（
金
）�

▼
募
集
人
員:

150
名
（
定
員
に
達�

　
し
た
場
合
に
は
、
締
切
日
前
で�

　
も
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
）�

■
受
講
用
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、�

５
千
円
か
か
り
ま
す
。�

■
受
付
は
最
寄
の
消
防
署
・
分
署�

に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先�

　
当
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係�

　
　
０
２
４
８
―
76
―
３
１
１
４�

�

平
成
20
年
度
国
家
公
務
員�

採
用
　
種（
税
務
）試
験
の�

お
知
ら
せ�
�　

仙
台
国
税
局
で
は
バ
イ
タ
リ
テ
ィ�

あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税

務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

▼
受
験
資
格�

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。�

▼
受
験
申
込
受
付
期
間�

　
平
成
20
年
６
月
24
日（
火
）か
ら�

　
７
月
１
日
（
火
）
ま
で
。�

▼
受
験
申
込
書
請
求
先�

　
最
寄
の
税
務
署
か
仙
台
国
税
局

　
人
事
第
二
課
（
　
０
２
２
―

２

　
６
３
―

１
１
１
１
）
又
は
人
事

　
院
東
北
事
務
局
（
　
０
２
２
―�

　
　

２
２
１
―

２
０
２
２
）
ま
で
。�

▼
第
１
次
試
験
日
及
び
内
容�

　
・
平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）�

　
・
教
養
試
験
、
適
正
試
験
、
作

　
　
文
試
験�

�

平
成
21
年
度
玉
川
村
職
員
採

用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ�

�　
玉
川
村
職
員
（
短
大
卒
程
度
）
採

用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。�

▼
試
験
職
種:

幼
稚
園
教
諭�

▼
採
用
予
定
人
員:

１
名�

▼
受
験
資
格�

　
・
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
。�

　
・
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
と
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
者
、
又
は
平

成
21
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
（
学
歴
不
問
）�

　
・
村
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
玉

川
村
出
身
者
。�

　
・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。�

　
　
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
。�

　
　
　
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
。�

　
　
　
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者�

　
　
　
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
や
団
体
を
結
成
し
、
又

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者
。�

▼
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）
の�

　
期
日
・
場
所�

　
・
平
成
20
年
７
月
20
日
（
日
）�

　
　
受
付:

９
時
〜
９
時
30
分�

　
・
会
場:

福
島
県
自
治
会
館�

▼
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間�

　
・
申
込
用
紙
の
請
求:

玉
川
村
役
場

で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
に
よ
る

請
求
も
可
能
で
す
。�

　
・
申
込
の
方
法:

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
玉
川
村
役
場

に
提
出
。
郵
送
も
可
。�

　
・
受
付
期
間:

平
成
20
年
５
月

22
日
（
木
）
か
ら
６
月
20
日

（
金
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

　
　
　
　
（
執
務
時
間
中
に
限
る
）�

▼
問
合
せ
先�

　
玉
川
村
役
場
総
務
課�

　
　
　
　
57
―
４
６
２
１�

（ ～ す が ま 幼 稚 園 ～ ） �
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（ ～ い ず み 幼 稚 園 ～ ） �

　年金記録の確認をさせていただくため、昨年12月から「ねんきん特別便」を送付しておりますが、
今後の送付について、年金受給者の方々には、６月から10月までの間に順次「ねんきん特別便」が送
付される予定です。�
　年金の記録は「ねんきん特別便」による本人の確認及び手続きを経て、「記録」に結びつくことが
できますので、｢ねんきん特別便」が届きました方は、ご自分の年金記録に記載もれや誤りがないか
確認いただき、必ず手続きいただくようお願いいたします。�
　このため、｢ねんきん特別便」に関する手続きや相談に対応するため、下記のとおり相談時間を夜
７時まで延長するとともに、休日も社会保険事務所等を開庁し、手続きや年金相談を受付けいたしま
すのでご利用ください。�

■　平日の夜間相談�
　　　　５月及び6月の平日は、夜７時まで延長して年金相談を実施します。�
■　相談窓口事務所等�
　　　　郡山社会保険事務所及び福島年金相談センター�
■　休日の年金相談�
　　　　５月２４日(土）、５月２５日（日）、５月３１日（土）�
　　　　６月１４日(土）、６月２１日（土）、６月２２日（日）　　　　�
　　　　【受付時間：午前９時３０分から午後４時まで】�
■　問合せ先�
　　　　郡山社会保険事務所：　０２４－９３２－３４３４�

年�
金�『ねんきん特別便』に対する�相談の時間延長等のお知らせ�

郡山社会保険事務所：出張相談開設日�

★須賀川市の会場は予約制です〔予約人数：５０人。予約時間：１０時～１５時〕�
予約連絡先：郡山社会保険事務所年金給付課　　024－932－3917

石川町勤労青少年ホーム会議室� 須賀川市体育館　会議室� 相談時間�

22日（木）�

19日（木）�

29日（木）�

26日（木）�

5月�

6月�

10時～15時�

10時～15時�

広報たまかわ　平成20年５月�
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県南歌謡連盟同好同盟会�

様�

様�

東京玉川会へ�
ご入会のおすすめ�

　東京及び東京周辺に在住のご親戚や同級生
の方々にご入会をお勧めください。�

■企画産業課：　0247－57－4629
詳しくは下記までお問合せください�

５月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 3 0  戸 �

7 , 4 5 5  人 �

3 , 7 0 2  人 �

3 , 7 5 3  人 �

（＋ 6 戸 ）�

（＋ 5 人 ）�

（＋ 4 人 ）�

（＋ 1 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

　やむをえず家庭で飼養できなくなった犬と猫につ
いては、保健所において引き取りを行っていますが、
安易な引き取りの依頼等を防止するため、平成20
年6月1日から有料化となります。�

日時：毎週金曜日の８時30分～12時�
　　　　　　　　　　　【休日の場合は翌週】�
場所：福島県県中保健所�
　　　　　　　　【須賀川市旭町153－1】�
※有料化に伴って飼養している犬・猫の引取
りは、県中保健所のみとなりますのでご注
意ください。�

平成20年6月1日から�

消防団春季検閲より�

■手数料�

■受付日時及び場所�

■問合せ先�
県中保健所食品衛生�
チーム�
　0248－57－7821

区　分�

子　　犬�

成　　犬�

子　　猫�

成　　猫�

1,400円�

2,000円�

1,200円�

1,200円�

10匹毎につき�

1匹につき�

10匹毎につき�

1匹につき�

（生後90日齢以内）�

（生後91日齢以上）�

（生後90日齢以内）�

（生後91日齢以上）�

手数料額� 引き取り単位�



�

　中区の小針薫さん所有の『金比羅桜』が、
県内の枝垂れ桜を対象にした“番付表”（郡山
観光交通株式会社作成）で“東の前頭２枚目”
に載りました。�
　ちなみに、上位は三春町や二本松周辺の枝
垂れが占めています。�樹齢約270年の『金比羅桜』と小針薫さん� 『枝垂れ桜花番付表』�
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